
　準備金の内訳
単価：円

予約増減額等 補填金補充額 計（　Ｂ  ）

一般業務 50,322,557 △ 5,112,500 1,035,193 △ 4,077,307 46,245,250

特定業務 176,812,610 △ 14,623,230 3,542,088 △ 11,081,142 165,731,468

計 227,135,167 △ 19,735,730 4,577,281 △ 15,158,449 211,976,718

業務区分
前年度末準備金

（　Ａ　）
本年度準備金
（Ａ　＋  Ｂ）

本 年 度 負 担 金 の 内 訳

令和４年度 事業計画

１．令和４年度事業方針

青果物を取り巻く環境は、近年の相次ぐ異常気象等による生産性の低下、生産現場の労働力

不足、運送・資材等のコスト増や生産者の高齢化に伴う生産基盤の縮小など厳しい状況が続い

ている。

一方、国内人口の減少により国内マーケットが縮小する中、生活様式や食の多様化に伴う外

食・中食などの加工業務用需要に対する的確な対応が求められている。

このような中で、新型コロナウイルスの感染状況に即した生活様式の変化にも対応しながら、

ＪＡグループ石川の最重点実施事項でもある「園芸作物等の生産拡大」のもと、安定的な野菜

の生産出荷体制を確立し、消費者への青果物の安定供給と生産農家の経営安定に資するため、

価格対策事業への加入促進を進めるとともに、関係機関・関係団体と連携し次の事業を行う。

（１）積極的に事業への加入を促進し、青果物の生産安定と農家の経営安定に努める。

（２）価格の低落があった場合に、速やかに交付金を交付し再生産に資する。

（３）収入保険制度の導入に伴う事務手続きの変更に対応し、且つ、価格安定事業を

円滑に行うため制度説明会や研修会等を開催する。

（４）予約数量の増減による返戻金や負担金、並びに前年度の交付金に係る資金の補充


